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広沢絵里子
ナルキッソスとナルシシズム
神話的人物の一人であるナルキッソスは，泉の水鏡に映った自分の像に恋
をし，不毛な愛に憔悴して最後には息絶え，その後，水辺の水仙の花へと変
身したと伝えられている（オウィディウス）1)。ナルキッソス神話の物語性
と形象性は，とりわけ 19世紀末から 20世紀にかけて，美術や文学において
エロティシズム，若者の死，両性具有などのさまざまなイメージを喚起した
だけでなく，心理学や精神分析のような理論的言説の中にも「ナルシシズム」
という概念に転じて広く受容された心ギリシャ・ローマ神話の有名な神々
に比べればさほど重要な人物ではなかったナルキッソスは，現代に至るまで
にその存在感を肥大化させて「ナルシス的人格」を確立するに至り，ネガティ
ブな若者像として，あるいは深刻な現代病として，社会，文化，精神医学に
おいて繰り返し議論の的にもなっている図
ナルシシズム研究は， フロイトの精神分析におけるナルシシズム理論以降，
イギリスの対象関係学派（バリント，クライン，ローゼンフェルド），米国
の自我心理学派（ハルトマン， ジェイコプソン）や自己心理学（コフート）
へと批判的に継承され，発展してきた。 1921年に精神分析運動の機関誌の
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一つ『イマーゴ (Imago)』に発表されたルー・アンドレアス＝ザロメ (Lou
Andreas-Salome, 1861-1937)')の論文「二方向としてのナルシシズム
(NarziBmus als Doppelrichtung)『は，上述の心理学・精神分析の系譜で
いえば初期の議論に属するものであるが，これまでの研究史において，長ら
くほとんど顧慮されなかった論文の一つだった6。日本では「二面性として
のナルシシズム」として翻訳され．『ルー・ザロメ著作梨』（以文社刊）に収
録されている。訳者による解説も付され，難解極まるテクストの理解を助け
てくれる心しかしこうした訳業の導きがあっても，その原文は忍耐強い解
読作業を強いる。このナルシシズム論に限らず，アンドレアス＝ザロメの複
雑な構文と著者独特の言語表現についての評価は分かれており，作品の翻訳
者や研究者の多くが，何らかの形で言語表現の問題に言及している。
今日の病理としてのナルシシズム（「自己愛」）をナルキッソス神話とを比
較してみると，ナルキッソス像の一側面，すなわち，求愛者の苦しみを一顧
だにしなかった若者ナルキッソスの「傲慢」や「自己中心性」にとりわけ焦
点があてられ，強調されている。他方，オウィディウスの語る神話には，
「自分を知ることがなければ，長く生きられる」という託宣が一本の筋のよ
うに物語を貫いており．水面に映し出された自己像を自分だと認識するナル
キッソス神話の，いわは転回点を用意している。このクライマックス以後，
愛の対象を獲得できないがゆえのナルキッソスの苦しみは極限を迎え，死へ
の急転直下となる。物語の前半部分におけるナルキッソスは確かにその傲慢
さゆえ，彼を愛した局囲の者たちの怒りを買い，彼らの復讐心に火をつけて
しまう。しかしなから，水面に映る像に出会うまでのナルキッ‘ノスは，若さ
と美に満ちあふれ，生命を象徴しているようでもある。かつて，ポンペイの
邸宅を飾る壁画のモチーフとして好んで描かれたナルキッソスの像は，森に
囲まれ，木漏れ日を受け，ゆったりと岩場に腰掛けている。彼が深く覗き込
むまでもなく，泉の鏡面には彼の顔が映し出されている悶若桑みどりはバ
シュラールやウイトルウイウスを引きながら，古典古代の宇宙観において人
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間と自然との呼応が自明のことであったことに触れ，次のように述べている。
バシュラールは，水の鏡がとりわけて理想化のシンボルであることを強
調している。この中で，私にとって興味ぶかいのは，古典古代の人間に
とって，「水」である「元素」に人間を「映す」という行為が，すなわ
ち， 自然と人間とのコレスポンダンスではなかったか， ということであ
る。［…］このようなことを納得させるのは，ポンペイの壁画に描かれ
た「ナルキッソス」である。この古代の水鏡は，きわめて美しく，魅力
的なまなざしをしたおもかげをあざやかに映し出している。しかも，奇
妙なことに，ナルキッ‘ノスの顔には苦悩のかけらも描きだされていない。
人は自然の中に美しい己れを観る，というかのように匹
オウィディウスによる物語を時系列的にたどれば， 自然との調和と生の充足
は，水鏡における自己認識をきっかけに，孤独と死に反転する。
この二つに分裂したナルキッソス像が同時に並び立つことを，そして，場
合によっては両者が融合する瞬間を，言語的に表現することは可能だろうか。
ァンドレアス＝ザロメはナルシシズムの「概念」を彫琢して厳密化するとい. . . . . . . 
うよりも，いくつかのイメージを通して，ナルシシズムと呼ばれる現象を一． 
つの全体として，相反する心的状態の共存であることを示そうとしている。
同時に，ナルシシズム概念において切り捨てられがちな側面，つまり，自然
界（全体性）と自由に交流する能力の再評価を試みている。
「自我」と「鏡像」をめぐるイメージ
「ナルシシズム」は， フロイトの精神分析において人間の心理的発展段階
における「自我」の成立と，「自我」をめぐるリビドー理論に密接に結び付
いた軍要概念である。経済的観点から言えば，性的エネルギーであるリビドー
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は，自我から愛の対象へと流れ出て，これにより自我の側で減少したリビドー
は，対象から愛されることによって再び充足させられる。本来対象へと向け
られるべきリビドーが自我へと引き上げられると，病的な場合，自我にとっ
ての対象（外界）は消滅し，誇大妄想のような態度を引き起こす。自我と対
象との分離と，両者間のエネルギーのやり取りとを前提とするのが（二次的）
ナルシシズムである。自我が確立する以前の，母子一体のような，主体と客
体が未分化の状態では，子供にすべてのリビドーが集まっているのだが，フ
ロイトはこれを一次的ナルシシズムとして仮定し，本来的なナルシシズム，
つまり二次的ナルシシズムとは区別した叫
アンドレアス＝ザロメの「二方向としてのナルシシズム」がその論述の起
点としているのは， もちろん彼女の師であるフロイトの論文「ナルシシズム
の導入のために (ZurEinftihrung des NarziBmus)」(1914)である。そこ
で彼女は，まず，フロイトのナルシシズム概念が「自己愛 (Autoerotismus)」
と混同されるべきでないことを述べ，その後，フロイトの「無意識」をめぐ
るメタ心理学的考察にも目配りしながら，「ナルシス的なもの」の応用範囲
として「対象愛」，「価値設定（倫理・宗教）」，「芸術創造」について順次論
じていく。
アンドレアス＝ザロメはフロイトのナルシシズム概念を解説し，敷術しな
がら，「自我」が成立する際の喜びと同時に不安に満ちた心の様相を，患者
の観察から得られた洞察として記述するだけでなく，自らの幼児期に深く，
不可思議な印象を残した「鏡像」の思い出に触れつつ，「自我」の成立によっ
て得られたものと，失われたものの双方の意味を探求している。
アンドレアス＝ザロメは「二方向としてのナルシシズム（以後，「二方向」
と記す。）」において，まず幼年時代に「自我 (dasIch)」が徐々に分岐し，
成立してゆく過程に着目する叫自我の成立に伴う不安感情や，その不安を
乗り越えるために子供が空想の友達を作り出し，自らの助けとしながら自我
を確立させてゆく事例に触れている。自我が人間の「海」のごとく広い心の
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世界から苦痛を伴って生み出され，「区画された河床」で満足せざるを得な
い一方 (122), しかしまた，広い心の世界が自我の背景に存在し，人生に伴
走し続けていることに注目している (117-122)。フロイトが自我と対象との
相互関係を中心に議論を進めていく一方で，アンドレアス＝ザロメはナルシ
シズムを自我と対象（世界）との（再）融合の契機として掘り下げようとし
ている。「あのもう一つの， 自我意識にとっては影の薄い側面，つまりは，
あらゆるものとの揺るぎない感情的同一化の側面， リビドーの肯定的基本目
標としてのあらゆるものと，再融合する側面」を強調しようと試みる (119)。
フロイトにおける自我・対象間に観察されるエネルギー交換は，アンドレア
ス＝ザロメにおいては， 自我とあらゆる事物・人物・自然界との根源的な交
流もしくは一体感として定義しなおされている。この点で，両者にはナルシ
シズム概念をめぐって立場の相違が見受けられるといえよう。アンドレアス
＝ザロメの言うナルシシズムの二方向とはつまり， 自我の主張する方向と自
我境界が世界へと解消され一体化する方向との同時性を示唆しており，彼女
は特に後者に焦点をあてた論述を試みているのである。「植物」が地中に根
をはると同時に，光に向かって成長する比喩は (118), 彼女がその二つの方
向性を視野に入れていることを示している。それゆえ，アンドレアス＝ザロ
メがナルシシズム概念を用いて，母子一体的な幼年時代への退行という一面
のみを美化しているわけではないことに注意する必要があるだろう。
ァンドレアス＝ザロメは海や植物などの自然物の比喩を用いて，「自我」が
より広い根源的な世界から分岐してゆくプロセスを描き，その自我がなおか
つ自らの出自から完全には分離していないことを示した。このようなイメー
ジ（形象， Bild)に依拠した表現方法は，概念の不明瞭化をまねき，理論の
確立には不向きであるかもしれない。上述したとおり，アンドレアス＝ザロ
メの言語表現に対する評価の難しさは，文体としての複雑さに加えて，独特
なイメージ表現をどのように評価するかにもかかってくる。自我とその出自
ーー自我を発達させた人間と，その根源としての生全体一—この両者の関係
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を完全に分離することなく描き出す手段として，図像的なもの・イメージを
活用した点に，アンドレアス＝ザロメの独特な創造性を見て取ることはでき
ないだろうか。
論文「二方向」において「鏡像」は中心的なイメージの一つである。要約
すれば，鏡に映った自らの姿が，子供の外部から，子供に自らが一つの個体
であることを知らしめ，子供はこれに当惑するのである。ラカンは「鏡像段
階」という概念で，子供が自我を確立させる過程において，子供が鏡像を自
らの像として引き受け，その像と周囲との「関係を体験する」ことを明らか
にした 12)。アンドレアス＝ザロメの「二方向」における描写にも， ラカンと
大いに重なるところがあるのだが，彼女は鏡像を受け入れることに強い抵抗
を感じていた。それが， 自我の芽生える前，幼児期おける想像上の神様に見
守られ，すべての事物と共存していた時代の喪失を意味したからである。こ
の体験を，彼女は次のように述べている。
私自身について思い出すのは一かなりおおざっぱに見積もって―-7
歳頃のこの問題に関連したある出来事のことだ。もちろん特別にさまざ
まな事情が付随しており，それをここで述べるのは冗長になりすぎるだ
ろう。が，かいつまんで言うなら，その事情は子供らしい信心深さから
の最初の早すぎる脱落によって引き起こされた。つまり，人の子を包む
最後の精神的胎膜にも似た，あの神に抱かれた安心感からの脱落であり，
こうして膜が破られることで外界への自我の誕生もいわばようやく完結
するものなのだ。それは自分自身の鏡像から受けたある印象のことであ
る。ふいに， この像が新奇なものとして目に留まり，他のすべてのもの
から締め出された存在だと気づいたのだ。［…］他の物から際立って，
境界づけられているという事実は，故郷を失い，宿無しになったかのよ
うな気持ちを私に味わわせた。そうでなければ，あれもこれも，私を文
句なく受け人れ，私に快く空間を与えてくれていたものを。 (122f.) 
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鏡の中に浮かび上がる輪郭を持つ自己像は，むしろ世界の中での孤立を子供
時代のアンドレアス＝ザロメに強く印象づけた。ところが，「他の物から際立っ
て，境界づけられている」鏡像のイメージは，この後に展開されるナルキッ
ソスの水辺での鏡像解釈において，次のように反転される。
しかし考えてみてほしい。伝説のナルキッソスは人工の鏡の前に立って
いるわけではない。自然の鏡の前にいたのだ。ひょっとして，水の中に
見たのは自分の姿だけではないかもしれない。まだ自分をすべてのもの
として眺めたのかもしれない。そうでなければ彼は水辺にはとどまらず
逃げてしまったのではないのか？ 実際，彼の面にば洸惚だけでなく憂
鬱の表情も浮かんでいるのではないのか。どのようにこの二つが一つに
結び合うのか。幸福と悲哀，自らをかすめ取ったもの， 自分自身に跳ね
返されたもの，献身と自己主張この二つが。それはおそらく詩人のも
とでのみ，完全な像を結ぶだろう。 (124f.) 
自然の水鏡におけるナルキッソスは， 自らの像を自然界の一部として，言い
かえるなら自然界全体として眺めているという。自然界の一部でありながら，
同時に自然全体との結びつきを失わない，この水鏡に映るナルシスのイメー
ジは， 自我の境界線の脆弱性をより肯定的に受け入れるアンドレアス＝ザロ
メの思想に結びついているようにも思われる。彼女のイメージを多用する言
語表現を，洸惚と憂鬱，幸福と悲哀といった，肯定的価値と否定的価値の双
方を包み込む考え方を示すための方法として，より深く掘り下げていくべき
だろう。アンドレアス＝ザロメの「二方向」における「鏡像」表現は，一枚
のだまし絵のように，見る者がその焦点をどこに当てるかによって，異なる
相貌をあらわしている。
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《注》
I) オウィディウス（中村善也訳） (1981)『変身物語（上）」岩波書店。巻三「ナ
ルキッソスとエコー― 113-121頁。ナルキッソスは， 日本ではフランス語風にナ
ルシスと呼ばれることが多いc
2) 絵画では，若者を主題に，死，エロティシズム，両性具有性などを象徴的に表
現したギュスターヴ・モロー (I826-1898)のナルシス作品が代表的てある。文
学ではヴァレリー， リルケの作品があげられる。 ドイツ語圏におけるナルシスと
ナルシシズムの比較的包括的な図像・文献資料集としては， U.Orlowsky; 
R. Orlowsky (Hrsg.) (1992):'JarziB und NarziBmus. Im Spiegel von 
じteratur,B:lder,der Kunst ur;d Psychoanalyse. ¥'om :¥1ythos zur leeren 
Selbstinszenierung. Miinchen: Finkがある（アンドレアス＝ザロメについての
言及はない）。オウィディウスを含む古典古代から，精神分析のテクストやドイ
ツ現代詩を網羅した Almut-BarbaraRenger (Hrsg.) (1999): Mythos NarziB. 
Texte von Ovid bis Jacques Lacan. Leipzig: Reclamには，「二方向としての
ナルシシズム」の抜粋が採録されている。
3) ナルシスの名から派生したナルシシズムという概念は， 日本の心理学事典等に
おいては「自己愛」と翻訳表記されている（たとえば，『心理学辞典』有斐閤
2006年初版第 12刷を参照）。今日，精神医学においては，尊大さや他者への共
感の乏しさなどを特徴とする人格障害の一類型として「ナルシス的人格障害」と
いう名称が定着しているが． これも日本語訳では「自己愛的人格障害」である。
米国精神医学会が作成している「精神疾患の診断・統計マニュアル Diagnostic
and Statistical Manual of Mental Disorder, DSM」は， 1980年の第 3版
(DSM-3)に初めて "narcissisticpersonality disorder"を掲載した。 2000年の
第4版修正版 (DS.¥1-4-TR)にも引き続き掲載されている。 2013年には．あら
たに DSM-5が発表された。参照： American Psychiatric Association: Diag-
nostic and Statistical Manual of Mental Disorders (DSM-5) (URL: http:// 
www.dsm5.org/Pages/Default.aspx) =2018年 6月29日閲覧］
4) ルー・アンドレアス＝ザロメは，ニーチェ， リルケ， フロイトというドイツ文
化史・思想史のビッグネームと友人，愛人，あるいは師弟という関係にあったこ
とから，世紀末のファム・ファタールとして知的領域を渡り歩いた，いや，男性
を渡り歩いた．との評判が， とりわけ第二次世界大戦後に再スタートしたアンド
レアス＝ザロメ受容を牽引したといってもよいc しかし， 1980年代以降の伝記的
研究から垣間見えるのは， 10代から 20代初めまでの知的早熟に比して，女性と
しての心身の成熟が追いついていない．そのようなアンバランスな女性としての
アンドレアス＝ザロメ像である。 20代半ばからの作家・評論家活動においては，
彼女のイプセン論やニーチェ論が示すように，同時代の文化・芸術・思想におけ
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る先端的なテーマに独自の視点から関わり，著名女性作家の一人と目されていた
ものの，後世の文学史記述においては周縁的な地位にとどまり，彼女の残した作
品群のアカデミズムにおける受容が本格化したのは比較的最近， 20世紀末以降
のことである。アンドレアス＝ザロメは 50歳を迎えた 1911年頃にフロイト精神
分析に出会い，以後，フロイトおよびその共同研究者たちとも親交を深めながら，
精神分析の研究と臨床に専心したため，作家としての活動は後景に退いた。
5) Lou Andreas-Salome: NarziBmus als Doppelrichtung. In: dieselbe (1990): 
Das "zweideutige" Lacheln der Erotik. Texte zur Psychoanalyse. Hrsg. von 
Inge Weber und Brigitte Rempp. Freiburg i.Br.: Kore. S. 191-222; sowie in: 
dieselbe (2012): Mein Dank an Freud. Aufsatze und Essays Bd. 4: Psycho-
analyse. Hrsg. von B. Rempp u. I. Weber. Taching am See. S.117-153. (Zuerst 
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